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一日の中でも晴れたり雨が降ったりとコロコロ変わる天気に悩まされます。長い傘を持つべきか、カバンに入れ

たままの軽量の折り畳み傘でよいか、日傘兼用のものにすべきか、風が強くなりそうだから重いけれど頑丈な折

り畳み傘にするか、今どきは傘ひとつでも選択肢がいくつもあるということに朝から驚かされます。これは傘を

開発している企業努力の結実ということでしょうか。そのような事例が『ナラティブカンパニー企業を変革する

「物語」の力』本田哲也（674 ホ）に書かれています。自分が欲しいものを作るためにナラティブ（物語）の力が

生きてユーザーを引き込む力に変わっていくという話はマーケティングの勉強にも役に立ちそうです。 司 書       

 

 

 

📖  第７１回 青少年読書感想文コンクール 📖  

今年の読書感想文の課題図書が発表されました。課題図書や

お気に入りの本の感想を文章にしてみませんか。読書感想文

コンクールサイトから、課題図書の紹介文を引用しました。

本の内容と見どころ、課題図書への選定理由を載せましたの

で、本選びの参考にしてください。 

締め切り日は夏休み明けの 9 月 19 日（金）です。 

 

〇名取佐和子『銀河の図書室』（913.6 ナ） 

宮沢賢治の言葉を残して、突然学校から消えてしまった先輩。その謎を追う高校生たちの今を瑞々しく描く、

傑作青春小説。 

【みどころ】 

高校の図書室で宮沢賢治を研究する弱小同好会・イーハトー部。部長だった風見先輩はなぜ突然消えてしまっ

たのか———先輩が残した「ほんとうの幸いは、遠い」というメッセージに秘められた謎が、深く心に響きま

す。 

【選定理由】 

先輩の不登校の謎にせまるため、宮沢賢治の作品を読み解く過程に賢治へのオマージュがこめられ、登場人物

たちそれぞれが抱えている背景から、さまざまな角度の読書感想文が期待できる。 

 

 

夏 休 みの特 別 貸 出  が 始 ま り ま し た ！  

夏休み前の特別貸出期間となりました。 

返却は ８月２９日(金)まで 貸出し冊数 無制限 です！ 

たくさんの本に触れて、充実した夏休みが過ごせますように！ 



〇ヴィーラ・ヒラナンダニ『夜の日記』（933 ヒ） 

イギリスからの独立とともに、分かれてしまった祖国。少女と家族は安全を求めて、長い旅に出た。ニューベ

リー賞オナー賞受賞作！  

【みどころ】 

ちがう宗教を信じる者たちが、互いを憎みあい、傷つけあっていく。安全を求め旅に出た家族。自分の思いを

ことばにできない少女は亡き母にあてて、揺れる心を日記につづる。『アンネの日記』をほうふつとさせる傑

作。 

【選定理由】 

主人公の日記が『アンネの日記』を彷彿（ほうふつ）とさせ、日本人にとって縁遠い宗教問題や、高校生にと

ってのアジア史を知り、世界を知ることができる作品。さまざまな気づきを得た読書感想文が期待される。 

〇五十嵐大『「コーダ」のぼくが見る世界：聴こえない親のもとに生まれて』（369 イ） 

もし、親の耳が聴こえたら——なんて、想像もつかなかった。言葉やコミュニケーションの本質、「善意によ

る差別」って何だろう？ 

【みどころ】 

聴こえない／聴こえにくい親のもとで育つ聴こえる子ども＝「コーダ」。ろう者と聴者のはざまで生きる経験

を通じ、言語やコミュニケーションの大切さ、自分と異なる人の立場を想像する難しさを知るノンフィクショ

ン。 

【選定理由】 

聴覚障がいの親のもとに生まれた子どもたち「コーダ」を取り上げたノンフィクション。

著者の経験から、コミュニケーションとは、言語とは何かを高校生に考えてほしい一冊。            

📖  夏を感じる本 📖   

タイトルに 「夏」が入っている本、いかにも 「夏」っぽい本を、あれこれ集めてみました。ほっとする本も、怖い

本も、考えさせられる本も、どれも高校生の夏に手に取ってもらいたい本ばかりです。 

〇いぬじゅん『夏にいなくなる私と、17 歳の君』（B913.6 イ 文庫コーナー） 

 きゅんきゅんしたり、せつなくなったり、ほろりとしたりする物語が好きな生徒にぴったりの恋のお話です。

難病の女子高生と転校生の男の子が行く七夕まつりは定番の展開。ラストまでやさしさのあふれる物語です。 

〇早見和真『あの夏の正解』（B913.6 ハ 文庫コーナー） 

 コロナ禍で、春のセンバツも夏の甲子園も中止になった 2020 年に、甲子園常連の強豪校の選手や指導者に向き

あって丁寧にことばを拾い集めたノンフィクション作品です。あのときの辛さや心のゆらぎ、もの悲しさはす

っかり息をひそめましたが、普通に部活動ができることが当たり前ではなかった日があったことを忘れないた

めにも、今日を感謝して過ごす一日にするためにも、手にとってもらいたい一冊です。 

〇東野圭吾『真夏の方程式』（B913.6 ヒ 文庫コーナー） 

 東野圭吾のガリレオシリーズの一冊で、玻璃が浦という架空の海辺の町が舞台になっています。小学 5 年生の

恭平が夏を過ごす親戚の旅館で殺人事件が起き、映画版で福山雅治が演じている湯川博士が事件を解明してい

きます。読み応えのある上質なミステリーです。 

〇夏目漱石『夢十夜・草枕』（B913.6 ナ 文庫コーナー） 

 夏の夜には怪談話だよね、という方に、夏目漱石が語る１０の夢の話をおすすめします。ただ、夜に読んだら

きっと怖すぎてトイレに行けなくなります。 



〇瀬尾まいこ『君が夏を走らせる』（B913.6 セ 文庫コーナー） 

 夏のあいだ、先輩の赤ちゃんの子守を任された金髪の高校生が主人公のお話です。夏休みの読書にぴったりの、

優しい気持ちになれて、ちょっと泣けて、元気をもらえる一冊です。 

○羊の目。『おひさまとえんぴつ』（726 ヒ マンガコーナー） 

 夏の話が出てくるわけではないのですが、表紙にいっぱい描かれたひまわりが夏を感じさせます。 

 本が大好きな耳の聴こえない沙希ちゃんが、大きくなって夢をかなえるまでのあたたかなお話のマンガです。 

 やさしさにあふれたエピソードは力強さも感じられて、私も頑張ってみようという気持ちになりました。 

○原民喜『夏の花』（B913.6 ハ 書庫文庫コーナー） 

広島での被爆体験を描いた作品です。昨年度にこの本で読書感想文を書いた他校の生徒の作品を読む機会があ

り、手にしました。原爆が落ちたあとの惨状が淡々と描かれています。感想文には、むしろその冷静さが、辛

い現実をまざまざと見せつけてくるようだと書かれていましたが、まさにそのとおりに作者の苦悩が静かに伝

わって、確実に胸に残る言葉がありました。 

📖  今月のおすすめ本 📖   

〇 キム・ナンジ：文 チェ・ナミ：絵 山口さやか・古川綾子：訳 

『まめさん こめさん おふろのひ！』岩崎書店（E キ 絵本コーナー） 

タイトルだけでもとびきりかわいい、韓国発の絵本を紹介します。 

この絵本の翻訳をされた山口さやかさんは、Ｙ校生の保護者の方です。 

翻訳をするにあたって、韓国語では韻を踏んでいたことばを日本語に

訳すときにどう表現しようと試行錯誤を繰り返したことを聞きまし

た。 元がどんなふうに書かれていたのかは想像もつかないのですが、

絵を活かし、原文のイメージをこわさず、文化や慣習も考えて言葉をつ

むぐ翻訳作業はおそらくとても大変で、でもきっと楽しかったのだろ

うと思わせてくれる様子がこの本からあふれています。とんがりあた

まの つんつん そばのみさん、もっちり もちもち もちごめさん、きび

きび きびのみさん、くろいよろいの くろまいざむらいなど、登場するまめさん、こめさんたちの名前を口にす

るだけでも、とても耳に心地よくて、おいしいごはんをげんきもりもり食べたくなりました。若い時から言語に

興味があってさまざまな言葉に触れ、今は韓国語に行きついてこの仕事に出合ったことなど、Ｙ校生が興味津々

になりそうなエピソードもうかがいました。絵本コーナーで、ぜひ手に取ってお楽しみください。 

📖  Ｙ校図書館で保管している資料について 📖   

図書館には、Ｙ校が明治 15 年に創立して以来、その歴史を語る資料が戦火や震災を逃れて数多く大切に保管さ

れています。図書館だよりＹぶらりーの中のＹ校アーカイブというコーナーで、貴重な資料を少しずつ紹介して

います。今までのＹ校アーカイブはホームページからご覧ください。 

 

 

Y 校アーカイブ - 横浜商業高等学校  

  

https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/hs/y-shogyo/index.cfm/19,6699,80,302,html


 

 

 

Ｙ校の校歌は、森林太郎（森鴎外）作詞・小松耕輔作曲によるもので、大正５年（１９１６年）に制定されました。 

この校歌の歌詞について、Ｙ校と横浜市立大学の合同の同窓会組織である「進交会」におたずねがありました。

『校歌の２番の歌詞 「競ひの場のますらを我等」 の 「競ひ」 の部分には 「きほひ」 とふりがなが振ってある。 

今まで 「きそい」 と歌ってきたが、本来は 「きほひ（きおい）」 と歌うのではないか』 という質問に、進交会の方 

がお手元の資料などで確認されたと聞き、Ｙ校図書館で保管している資料でもわかることがないか調べました。 

（文中の「森鷗外」の名前の「鷗」の字の表記を、文字化けを避けるため新字の「鴎」で統一し、敬称を略しました） 

 

＜周年誌の校歌＞ 

図書館に所蔵のある、校歌制定後の周年誌の校歌のページを確認しました。 

その中で一番古い、昭和８（1933）年の 『Ｙ校五十周年記念誌』 に、歌詞のみが掲載され、「競ひ」 の文字に

は 「きほ（ひ）」 と振り仮名が振ってあります。 

以後、七十年、八十年、九十年、百年、百十年、百二十年、百三十年、百四十年の周年誌を確認しましたが、

楽譜があるものも無いものも含め、すべて 「きほ（ひ）」 となっていました。 

 

 

『Ｙ校五十周年記念誌』 昭和 8（1933）年   『Ｙ校九十周年記念誌』 昭和 47（1972）年 

  

  

 Ｙ校アーカイブ vol. ３１ 「校歌の謎」 



＜『美澤先生』 の中の校歌＞ 

大正１２（1923）年に亡くなられたＹ校初代校長の美澤進先生を偲び、昭和１２（1937）年に 『美澤先生』 という

本が刊行されました。その中に、4 ページにわたって校歌について書かれたページがありました。 

「森鴎外博士作の校歌制定 ―博士、深く先生に傾倒さる―」 というタイトルがつき、大正５（1916）年４月の職

員会議で 「校歌を制定しては」 という議が上がったこと、森鴎外のもとを美澤先生が訪れて校歌を依頼したとき

の様子、美澤先生が校訓と学則を前にして 「商人たるものは」 と森鴎外に語ったこと、３週間後に校歌を受け取

りに行った武井武次郎教諭に森鴎外が語った美澤先生像、そして森鴎外から 「作曲を小松耕輔氏に」 と紹介

があったこと、小松氏が 「できあがった校歌を木版に起こして置かれては」 と提案してくれたことなどが書かれてい

ます。続くページには楽譜と歌詞が掲載されています。 この楽譜が文面にある芝愛宕下の彫刻師に彫ってもらっ

た楽譜かどうかはわかりません。楽譜、歌詞のどちらも 「きほ（ひ）」 となっています。 

 

『美澤先生』 昭和 12（1937）年 1 月 

 

  



 

 

『美澤先生』 昭和 12（1937）年 1 月 

   



＜武井武次郎先生による、校歌制定依頼 森鴎外邸訪問時の様子＞ 

『美澤先生』 に登場する武井武次郎先生は、明治３３（1900）年から大正１４（1925）年まで、体育の教員として 

Ｙ校に勤務されました。明治３７、８（1904、5）年の２年間は日露戦争に従軍し、戦地から日本の美澤先生に宛て

て書いた手紙が２１通も残されています。 

『五十周年記念誌』 に寄せた武井先生の 「在りし日の美澤先生」 という文章の中に、「Ｙ校校歌の昔話」 と

いう、校歌を森鴎外邸に依頼しに行く様子が書かれている章がありました。『美澤先生』 に記載されていた校歌

に関する記述は、この 『五十周年記念誌』 の武井先生の文章を参考に書かれたものと思われます。 

 

『五十周年記念誌』 昭和８（1933）年３月 

 

 

 

 

＜『鴎外全集』 の校歌＞ 

大正 11（1922）年に森鴎外没後、翌大正 12（1923）年より昭和 2（1927）年にかけて、『鴎外全集』 が 「国民図

書株式会社」「春陽堂」「新潮社」 の３社共同で組織された 「鴎外全集刊行会」 から刊行されました。 

全 18 巻の全集のうち、大正 15（1926）年に発行された第 6巻に 「横濱商業學校校歌」 がおさめられています。 

この後、昭和 6（1931）年にふたたび 「鴎外全集刊行会」 から、そして昭和 13（1938）年、27（1952）年、48（1973）

年には 「岩波書店」 から、新たな 『鴎外全集』 が発行され、そのすべてにＹ校の校歌は掲載されていました。 

２番の歌詞には、どの 『鴎外全集』 にも「きそ（ひ）」と振り仮名が振られています。 

後記や注釈のページには、「きそ（ひ）」 と振り仮名が振られた経緯や典拠などは見当たりませんでした。 

 



大正 11（1922）年、昭和 6（1931）年、そして昭和 13（1938）年の 『鴎外全集』 では、一番の歌詞が 「異（かは）

らぬものは心の誠を守る商人われら」 と、「誠」 がひとつ足りない状態となっています。昭和 27（1952）年の 『鴎外

全集』 では、「異（かは）らぬものは心の誠 誠を守る商人われら」 と正しく直されておりました。 

大正期発行の 『鴎外全集』 の巻末にある、与謝野寛（鉄幹）の 「編纂者の言葉」に、『「横濱商業學校校歌」

は明治四十年の作である。是れには小松耕輔氏が作曲してゐる。』 とありました。実際は大正 5（1916）年です。

この記述は昭和 6年版にも見られ、昭和 13 年版は後記への記述はないものの、題名の「横濱商業學校校歌」

の下にかっこ書きで（明治四十年）とありました。 

昭和 27 年版にはその題名の下の記述が（大正五年）と直っており、前述のように校歌の歌詞の 「誠」 の部分も

正しいものになっています。昭和 48（1973）年版の後記には 『「大正五年作」と昭和二十七年刊の岩波版全集

にある。』 と書かれ、昭和 27 年版を踏襲したことが見受けられます。 

 

『鴎外全集 第６巻』 鴎外全集刊行会 大正１５（1926）年７月 
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『鴎外全集 著作篇 第 1巻』 岩波書店 昭和 27（1952）年 

 

 

『鴎外全集』 19 巻 岩波書店 昭和 48（1973）年 

  



＜小泉信三氏による 「校歌のこと」＞ 

小泉信三氏は慶應義塾大学の第７代塾長を務めた経済学者で、美澤進先生の親戚でありました。 

『Ｙ校八十周年記念誌』 に寄せた文章の中に、校歌が 『鴎外全集』 に掲載されるに至った経緯として、森鴎外

没後すぐに春陽堂から出版された 『鴎外全集』 に校歌がなかったので、編集にあたっていた与謝野鉄幹（晶子）

夫妻に小泉信三氏自ら 「鴎外先生の作ったこういう歌を知っているか」 とＹ校の校歌を示した、と書かれています。 

春陽堂単独で発行された 『鴎外全集』 は見当たらず、「春陽堂」と「新潮社」と「国民図書株式会社」の三社

合同で発行された「鴎外全集刊行会」による一番古い 『鴎外全集』 に、すでにＹ校の校歌は掲載されています。

その巻末の、与謝野寛（鉄幹）の言葉の中に、『鴎外全集』 第 6 巻は大正 12（1923）年夏にはほとんど出来上

がっていたが 9 月の関東大震災により印刷所が焼けてしまったため出版が延期になり、15（1926）年の 7 月によう

やく発行できたことが記されています。そして、おわりには 「最後に、此巻の編纂のために〜〜〜小泉信三、〜〜

〜其他の諸氏から幾多の資料を供給された御厚意を深く感謝する。」 という謝辞がありました。 

『八十周年記念誌』 の小泉信三氏の文章は、昭和 30年 9月 16 日の美澤進先生三十三回忌法要の際に講

堂にて行われた講演会で語られたもので、『鴎外全集』 のくだりが実際どうであったのかわかる資料は、今のところ

見つけられませんが、この巻におさめられた詩や短歌などの小さな作品のうちの最後のほうにＹ校の校歌があるこ

とや、謝辞に小泉信三氏の名前があることなどから、震災で出版が延期になっているあいだに編集段階の原稿

を手にする機会があった小泉信三氏が与謝野夫妻に校歌の話を持ち掛けたのではないか、などと新しい想像が

膨らみました。 

 

『Ｙ校八十周年記念誌』 昭和３７（1962）年 

 

  



＜「彰徳歌」 について＞ 

Ｙ校の三十周年を記念して作られた 『横濱商業學校誌』 明治 45（1912）年に、森林太郎（鴎外）が美澤先生

の還暦を祝って作ったという彰徳歌が収められています。 『Ｙ校アーカイブ vol.12「横濱商業學校誌」』 でも取り

上げたこの三十年誌の 「第五章 受賞」 の項に、「明治四十二年十月美澤校長彰徳式に於ける彰徳の歌 

森林太郎作歌」 がありました。明治 42（1909）年に作られたということは、大正 5（1916）年の校歌よりもずっと前

に、森鴎外によって美澤先生のために歌が作られていたということです。  

「美澤先生彰徳会記」 という記録の冊子に彰徳歌係として 3 名の名があり、続くページに 「彰徳歌係は数回出

京して、森鴎外先生の歌作と、東京音樂學校教授南能衛先生の作曲とを請ひ、横濱縣立女學校音樂科教

授草川宣雄先生を招聘し、在校生をして、練習せしめたり。」 と書かれています。どのような伝手で依頼したのか

が書かれたものは見つけられませんでした。 

 

岩波書店から昭和 13（1938）年、昭和 27（1952）年、昭和 48（1973）年に刊行された 『鴎外全集』 には、校歌

だけでなく、「美澤校長彰徳歌」 が掲載されています。大正期や昭和 6年発行の 「鴎外全集刊行会」 から発

行された 『鴎外全集』 にはこの彰徳歌の掲載は見られませんが、昭和 13 年版の後記に、「本全集に於て新に

収録し得たものである」 と書かれています。 

筆で書かれた 『横濱商業學校誌』 では 「生徒（まなびこ）」 となっている振り仮名が、『鴎外全集』 では 「をしへ

ご」 となっているなど、違いが見受けられます。 

「横濱商業學校誌（三十年誌）」 明治４５（1912）年 

「美澤先生彰徳会記」 明治 43 年 12 月 

 

 

 



「美澤先生彰徳会記」 明治 43 年 9 月           『鴎外全集』 第 19 巻 岩波書店 

（何度も改訂されている様子、こちらは 9 月版）                 昭和 48（1973）年 

 
 

＜「応援歌集」 の校歌＞ 

『Ｙ校アーカイブvol.10「応援歌」』 で取り上げた応援歌集を確認しました。所蔵している3種類の応援歌集のうち、

昭和 4（1929）年のものには振り仮名がなく、楽譜もありません。1980 年代頃の発行のものには楽譜も歌詞も掲載

されており、どちらも 「きほひ」 となっています。楽譜は１番の歌詞はひらがな、２番はカタカナで書かれています。

1965 年頃の発行と思われる 「校歌・應援歌」 と表紙に書かれたものには、楽譜のみ掲載されています。 

こちらも１番はひらがな、２番はカタカナで表記されており、「キソイ」 となっていました。 

この 『Ｙ校アーカイブ vol.10「応援歌」』 の中で取り上げたレコードのＡ面の１曲目に、校歌が入っています。ケース

の裏面に書かれた歌詞には 「きほ（ひ）」 と振り仮名が振ってあり、歌も 「きおいのにわの～」 と歌っています。  

カラオケや YouTube の音源も、このレコードを活用しているものがほとんどではないかと思われます。 

 

『校歌・應援歌』 1965 年頃？        『Y 校の歌』（復刻版）        『横浜市立横浜商業高等学校 

     こちらの応援歌集に               昭和４（1929）年                 校歌・応援歌』(レコード) 

「キソイ」のふりがなが見られます         （復刻版制作年不明）           昭和 39（1964）年 12 月 

       



＜「Ｙ校出身の先生方」 が歌う校歌＞ 

現在Ｙ校に在籍されている、1979 年から 2018 年に卒業された 8名のＹ校出身の先生方に確認したところ、「きそ

い」 と歌っていたという方がほとんどで、「きおい」 と歌っていたのはＹ校定時出身の先生おひとりだけでした。 

理容・美容のＹ校別科では毎週の朝礼で音源を使って 「きおい」 と歌っているそうです。お話をうかがった先生方

の中には、高校時代の記憶は定かではないので、といったことや、教員生活が長くなり何度も校歌を歌ううちに、

かつてはどう歌っていたかわからなくなった、という話もありました。校歌は野球応援などでよく歌うが、１番のみのこと

が多いので、式典などで２番を歌う場面になると急にトーンダウンしてしまう、といった、身に覚えがあるような意見も

ありました。また、「競いの場の ますらを我ら」 は、「お互いにライバルとして学校の中で過ごしてきた私たち」という

意味だと思って歌っています」 と、校歌への思いなども寄せられています。 

＜辞書における 「競ひ」 の扱い＞ 

『岩波古語辞典補訂版』（岩波書店 昭和 49 年）によると、「競ひ」 は 「きそひ」「きほひ」 それぞれで立項されて

おり、「きほひ」 には 「勢い込んでわれ先にする意。類義語キソヒは少しでも相手にぬきんでようとする意」 とありまし

た。「きほひうま」 や 「きほひぐち」 という言葉もあり、「きほひ」 は競うよりも勢いの部分の印象が強い語として使わ

れているようです。現代語の辞書には 『広辞苑（第 7版）』 新村出編 岩波書店 2018 年、『新選国語辞典（第

八版）』金田一京助ほか編 小学館 2002 年など、Ｙ校で所蔵しているほとんどの辞書に 「きおい」 の語がありま

した。歴史的仮名遣いの 「きほひ」 からきた語であるという表記も、どの辞書にもありました。 

＜「音楽の授業」 の校歌＞ 

音楽の先生にお聞きしたところ、音楽の授業では、「楽譜の通り」 に指導しており、「きおい」 と歌っています、とい

うことでした。この楽譜がいつから使われているものなのかは判明していません。 

 

＜「きそい」 か 「きほひ（きおい）」 か＞ 

『鴎外全集』 と 「応援歌集」、そして多くのＹ校生の記憶のなかにある歌詞は「きそい」でした。 

当時、森鴎外から受け取った校歌に、この 「競ひ」 の部分にどのような振り仮名があったのかがわかる資料はあり

ませんでした。Ｙ校図書館で所蔵している校歌の振り仮名が掲載された一番古い資料の 「Ｙ校五十周年記念

誌」 昭和８（1933）年では 「きほひ」 となっておりました。 

校歌ができた大正５（1916）年のころの「競ひ」 の読み方は 「きほひ」 が一般的だったのかもしれません。 

時代が進み 「競い」 と書かれたものを読むときに 「きそい」 が一般的になり、「きおい」 は古語となって、漢字で書

かれた歌詞を渡されて歌っていくなかで、「きそい」 と歌うようになってきたのではと思われます。 
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